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VOICE

志
賀
　
直
治  

理
事
に

　
　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

愛
知
県
豆
腐
商
工
業
協
同
組
合
　
理
事
長
　
志
賀
　
直
治

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知県豆腐商工業協同組合

代表者名：志賀　直治

設立年月：1951年 11月

組合員数：50

住　　所：名古屋市熱田区神宮三丁目

　　　　　10番 15号

組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
組
合
は
、
組
合
法
が
施
行
さ
れ
る
前
か
ら
活
動
し
て
い

た
複
数
の
任
意
組
織
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
26

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
当
時
の
豆
腐
製
造
業
者
は
個

人
事
業
主
が
多
く
、
組
合
で
実
施
す
る
豆
腐
の
原
材
料
で
あ

る
大
豆
の
共
同
購
買
事
業
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。
時
代
が
変
遷
す
る
と
と
も
に
法
人
化
す
る
事
業
者
が

増
え
、
大
量
生
産
へ
と
移
行
す
る
中
で
、
独
自
に
原
材
料
を

購
買
す
る
事
業
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
共
同

購
買
事
業
は
当
組
合
の
中
核
事
業
で
す
。

　
豆
腐
製
造
業
者
数
は
昭
和
35
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
経
営

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
を
背
景
と
し
て
、
減
少
の
一
途

を
辿
っ
て
い
ま
す
。
新
規
参
入
が
ほ
と
ん
ど
な
い
業
界
で
は

あ
り
ま
す
が
、
既
存
組
合
員
に
は
引
き
続
き
各
種
事
業
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
豆
腐
製
造
業
界
の
発
展
に
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
先
述
の
共
同
購
買
事
業
の
ほ
か
、
広
報
活
動
と
し
て
、
名

古
屋
市
内
の
小
学
校
に
総
合
学
習
授
業
「
匠
の
体
験
・
も
の

づ
く
り
講
座
」
を
実
施
し
た
り
、
名
古
屋
市
を
は
じ
め
関
係

団
体
が
主
催
す
る
「
尾
張
名
古
屋
の
職
人
展
」
へ
参
加
し
た

り
す
る
等
、
豆
腐
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、豆
腐
を
製
造
す
る
過
程
で
排
出
さ
れ
る
「
お
か
ら
」

の
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
へ
の
斡
旋
も
事
業
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
豊
富
な
栄
養
が
含
ま
れ
、
少
し
前
に
は
お
か
ら
パ

ウ
ダ
ー
が
健
康
食
品
と
し
て
も
大
き
な
注
目
を
浴
び
ま
し
た

が
、
そ
の
一
方
で
20
年
程
前
か
ら
お
か
ら
は
産
業
廃
棄
物
で

あ
る
と
の
判
断
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
豆
腐
製
造
業
者
に
と
っ

て
は
お
か
ら
を
処
理
す
る
手
続
き
、
費
用
が
負
担
と
し
て
の

し
か
か
っ
て
く
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
組
合
員
へ
の
支
援

の
た
め
に
始
め
た

も
の
で
す
。

　
そ
の
他
、
当
組

合
と
し
て
の
特
色

を
出
す
た
め
に
、

平
成
26
年
に
あ
い
ち
産

業
科
学
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
食
品
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
技
術
支
援

を
受
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
「
あ
い

ち
の
め
ぐ
み
豆
富
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
通

常
の
豆
腐
は
大
豆
の
み
を
使
用
し
製
造
し
ま
す
が
、
こ
の
製

品
は
愛
知
県
産
の
大
豆
「
フ
ク
ユ
タ
カ
」
に
、
同
じ
く
愛
知

県
産
の
お
米
「
あ
い
ち
の
か
お
り
」
を
焙
煎
し
、
米
粉
に
し

た
も
の
を
加
え
て
製
造
し
て
い
ま
す
。
焙
煎
米
粉
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
口
の
中
に
広
が
る
甘
味
と
香
ば
し
さ
が
特
徴

で
、
一
般
的
な
豆
腐
と
比
べ
て
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
を
し

て
い
ま
す
。
湯
豆
腐
や
厚
揚
げ
な
ど
、
加
熱
調
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、そ
の
特
徴
が
一
層
際
立
つ
製
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
あ
い
ち
の
め
ぐ
み
豆
富
」
を
組
合
独
自
製
品
と
し
て
、

組
合
員
限
定
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
当
組
合
ま
で
販
売
店
舗
を
お
問
合
せ
下
さ
い
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や

今
後
の
組
合
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
前
理
事
長
の
尽
力
に
よ
り
平
成
26
年
か
ら
国
や
県
か
ら
の

支
援
を
受
け
、「
豆
腐
品
評
会
」
及
び
「
地
産
・
地
消

：

と

う
ふ
ま
つ
り
」
を
毎
年
秋
ご
ろ
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
各
組
合
員
よ
り
豆
腐
を
出
品
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
評
価

に
よ
り
東
海
農
政
局
長
賞
、
愛
知
県
知
事
賞
、
名
古
屋
市
長

賞
、
愛
知
県
中
央
会
長
賞
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
豆
腐
品
評
会
の
優
秀
作
品
を
は
じ
め
と
し
て
、
組
合
員
の

製
造
し
た
優
れ
た
豆
腐
を
、
金
山
総
合
駅
コ
ン
コ
ー
ス
で
展

示
即
売
し
、
多
く
の
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
実
施
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
度
は
、
再
び
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
社
の
製
造
部
門
は
土
日
休
み
と
な
り
ま
す
が
、
販
売
部

門
は
動
い
て
い
る
た
め
、
得
意
先
へ
訪
問
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
そ
れ
も
午
前
中
に
は
終
わ
る
の
で
、
午
後
か
ら
喫
茶
店

で
一
服
す
る
な
ど
し
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
趣
味
と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
古
自

動
車
を
こ
れ
ま
で
10
台
ほ
ど
乗
り
継
い
で
い
ま
す
。
中
古
車

だ
か
ら
こ
そ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
が
、
今
の
時
代

ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
探
せ
ば
メ
ン
テ
ン
ナ
ン
ス
方
法
を
説
明

し
て
い
る
動
画
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
見
て
勉
強

し
て
い
ま
す
。
様
々
な
車
を
乗
り
継
ぐ
こ
と
で
、
ト
ヨ
タ
さ

ん
を
は
じ
め
と
し
た
国
産
メ
ー
カ
ー
の
し
っ
か
り
と
し
た
も

の
づ
く
り
に
よ
り
、
年
数
や
距
離
が
嵩
ん
で
も
い
つ
ま
で
も

乗
る
こ
と
が
で
き
る
す
ご
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
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中央会ニュースクリップ

　10 月 19 日（月）、キャッスルプラザ（名古屋市中村区）において、第 69
回中小企業団体愛知県大会を開催しました。
　本会では、会員の皆様から寄せられた要望を決議し、中小企業と組合が直
面している問題をともに解決するための決意を表明して結束を高めるととも
に、国や県等に対して中小企業施策の強化充実を訴える目的で、毎年「中小
企業団体愛知県大会」を開催しています。
　本年度は、「新たな社会に　つなぐ愛知の団結力」をテーマに掲げ、新型
コロナウイルス感染症の状況を鑑み、感染防止に努めながら例年より大幅に
規模を縮小しての大会となりましたが、県内の会員組合等約 50 名の出席者
のもと、愛知県知事をはじめとするご来賓のご臨席を賜り開催いたしました。
　長谷川会長は、挨拶において「新型コロナウイルスの収束が、未だ見通せない中で、今一度、組合員の英知
を結集させ、連携組織の力を如何なく発揮して、課題解決を図っていくことが極めて重要」と述べ、国や県の
関係者等に対しては、「本大会で決議する中小企業と組合の要望については、一層の支援、協力をお願いしたい」
と結びました。
　議事審議では、コロナ禍において、会員組合から寄せられた国や県に対しての要望　延べ 44 項目が満場一
致の拍手で採決され、「迅速かつ実効性のある支援を求める」との大会宣言が力強く発せられました。

会長挨拶　長谷川正己会長

第69回中小企業団体愛知県大会　開催　～新たな社会に　つなぐ愛知の団結力～

第 69回中小企業団体愛知県大会決議
 総合・組織に関する要望事項　　　　　　　　　　　　

【国に対する要望事項】
１．�感染症流行や自然災害等による非常事態発生時の支援
策

２．中小企業・組合等連携組織への予算編成・景気対策
３．人材確保・後継者育成・事業承継対策
４．地域資源活用・地域経済の活性化支援
５．中小企業者の官公需受注機会の確保

【県に対する要望事項】
１．県内中小企業者の官公需受注機会の確保
２．中小企業対策予算の充実・強化

 金融に関する要望事項　　　　　　　　　　　　　　　
【国に対する要望事項】
１．�金融機関への指導継続と中小企業への円滑な資金供給
体制の確立

２．政策金融機関の更なる機能の強化と融資制度の拡充
３．信用補完制度の充実
４．経済対策に呼応した中小企業金融対策の一層の充実

【県に対する要望事項】
１．県下中小企業の実情に即応した金融対策の推進
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中央会ニュースクリップ

　議事審議に続き表彰を執り行
い、愛知県知事表彰として、優
良組合９組合、組合功労者 23
名、永年勤続優良職員 20 人、
愛知県中央会会長表彰として、
組合功労者 82 人、永年勤続優
良職員 24名が受賞されました。

愛知県知事表彰 優良組合　受賞 愛知県中央会会長表彰 組合功労者　受賞

中部経済産業局  産業部長

岡本正弘 様

愛知県知事

大村秀章 様

名古屋市  経済局  産業労働部長

小粥正健 様

 税制に関する要望事項　　　　　　　　　　　　　　　
【国に対する要望事項】
１．�新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小企業へ

の税制措置の拡充
２．�消費税率引上げに伴う負担軽減措置の充実並びに二重
課税の早期解消

３．�中小法人に対する法人税の軽減税率の延長・引下げと、
適用所得範囲の撤廃

４．�法人事業税の外形標準課税の中小企業への適用拡大を
絶対に行わないこと

５．欠損金の繰戻還付制度の拡充及び繰越控除期間の延長
６．円滑な事業承継税制の更なる拡充並びに制度の簡素化
７．環境税における中小企業に対する負担軽減
８．同族会社に対する留保金課税の全面的な廃止
９．中小企業の幅広い設備投資を後押しする税制の充実
10．�特定共済組合が積み立てる異常危険準備金の損金算入

の導入
11．課税根拠を失った軽油引取税の早急な廃止
12．事業用地に係る固定資産税についての軽減措置の導入
13．事業所税の廃止又は軽減措置の拡大

 商業に関する要望事項　　　　　　　　　　　　　　　
【国に対する要望事項】
１．�新型コロナウイルス感染症の影響に対する施策の拡充・

強化
２．中小商業支援策の拡充・強化
３．賑わいあるまちづくりの推進
４．不当廉売・不当表示等の取り締まり強化
５．生産性向上・経営力強化に対する支援
６．中小流通業対策支援の強化

【県に対する要望事項】
１．�新型コロナウイルス感染症の影響に対する施策の拡充・
強化

２．中小商業事業者に対する支援策の強化

 労働に関する要望事項　　　　　　　　　　　　　　　
【国に対する要望事項】
１．�新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小企業へ
の助成制度等の拡充

２．�中小企業に対する雇用対策の推進及び人材育成支援の
強化

３．�中小企業の実情に配慮した “ 働き方改革 ” を実現するこ
と

４．中小企業の経営状況等を踏まえた最低賃金の設定
５．�社会保障制度の早急な見直しと保険料負担率の軽減措
置の実施

６．�外国人技能実習制度の運用については、中小企業に特
段の配慮をすること

 工業・環境・エネルギーに関する要望事項　　　　　　　
【国に対する要望事項】
１．�新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小製造業
への施策・支援の拡充

２．�中小製造業の生産性向上・経営力強化に対する支援の
継続・強化

３．�環境・災害対策を積極的に取り組む中小企業への支援
の拡充

４．中小企業のエネルギー対策支援の強化
５．下請法の厳正かつ迅速な運用と取引条件の改善

自由民主党副幹事長  愛知県支部連合会  会長

参議院議員  藤川政人 様

財務副大臣  公明党愛知県本部  代表

衆議院議員  伊藤渉 様

　また、ご来賓として臨席して頂きました愛知県知事　大村秀章氏、中部経済産業局産業部長　岡本正弘氏、
名古屋市経済局産業労働部長　小粥正健氏、自由民主党副幹事長　愛知県支部連合会会長　参議院議員　藤川
政人氏、財務副大臣　公明党愛知県本部代表　衆議院議員　伊藤  渉氏より祝辞を頂戴し、第 69 回中小企業
団体愛知県大会は、閉会しました。
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公
共
空
間
活
用
の
取
り
組
み

　
先
月
号
で
は
、
名
古
屋
・
栄
の
「
ヒ
サ
ヤ 
オ
オ
ド
オ
リ
・

パ
ー
ク
」
の
賑
わ
い
を
取
り
上
げ
、
都
心
部
と
郊
外
の
商
業

施
設
の
方
向
性
を
展
望
し
た
。
今
回
は
あ
い
ち
の
魅
力
づ
く

り
の
た
め
に
公
園
だ
け
で
な
く
、
道
路
や
港
湾
、
運
河
、
河

川
敷
な
ど
未
活
用
の
公
共
空
間
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
考
え
た
い
。

　
前
回
取
り
上
げ
た
ヒ
サ
ヤ 

オ
オ
ド
オ
リ
・
パ
ー
ク
は
パ
ー

ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
を
活
用
し
、
都
市
公
園
と
民
間
の
商
業
施
設

を
一
体
的
に
整
備
し
た
点
が
画
期
的
だ
っ
た
。
全
国
的
に
も

先
進
的
な
事
例
で
、
屋
外
の
都
市
公
園
を
活
用
し
た
再
開
発

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
大
都

市
の
都
心
部
で
こ
れ
だ
け
大
規
模
な
再
開
発
は
名
古
屋
だ
け

で
あ
る
。
今
回
は
外
堀
通
か
ら
錦
通
ま
で
の
南
北
約
１
キ
ロ

だ
っ
た
が
、
将
来
的
に
は
若
宮
大
通
ま
で
の
南
エ
リ
ア
の
整

備
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
国
土
交
通
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
緊
急
措
置

と
し
て
、
飲
食
店
な
ど
が
テ
ラ
ス
席
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
売
り

場
な
ど
で
路
上
を
利
用
す
る
際
の
道
路
占
用
の
許
可
基
準
を

６
月
か
ら
緩
和
し
て
い
る
。
道
路
の
構
造
や
交
通
に
著
し
い

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
場
所
が
条
件
で
、
占
用
料
は
施
設
付
近

の
清
掃
協
力
で
免
除
さ
れ
る
。
ま
た
、
栄
で
は
、
道
路
を
歩

行
者
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る「
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
」

の
社
会
実
験
を
数
年
前
に
行
っ
た
ほ
か
、
か
つ
て
の
「
歩
行

者
天
国
」
を
南
大
津
通
で
復
活
さ
せ
る
な
ど
、
道
路
の
活
用

を
試
験
的
に
実
施
す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
た
。

公
共
空
間
活
用
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　
名
古
屋
市
は
、
市
の
面
積
に
占
め
る
道
路
の
割
合
が
２
割

近
く
も
あ
り
、
全
国
の
政
令
指
定
都
市
の
中
で
最
も
高
い
水

準
に
あ
る
。
特
に
都
心
部
の
栄
を
含
む
中
区
の
道
路
率
は
約

３
割
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
他
都
市
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
広

い
道
路
空
間
の
有
効
活
用
は
都
市
の
魅
力
づ
く
り
の
面
で
も

強
み
と
な
る
。

　
加
え
て
、
愛
知
県
に
は
、
公
園
や
道
路
、
港
湾
や
運
河
、

河
川
敷
な
ど
の
未
活
用
の
公
共
空
間
が
多
く
残
さ
れ
て
い

る
。
都
心
の
ど
真
ん
中
に
久
屋
大
通
公
園
の
よ
う
な
大
規
模

な
都
市
公
園
や
100
メ
ー
タ
ー
道
路
を
有
す
る
大
都
市
は
、
名

古
屋
以
外
に
は
な
い
。
公
共
空
間
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
極
め
て
高
い
都
市
圏
と
い
え

る
。

　
こ
れ
ま
で
は
商
圏
や
人
の
流
れ
を
分
断
す
る
側
面
も
あ
っ

た
公
共
空
間
で
あ
る
が
、
民
間
企
業
の
投
資
も
含
め
、
有
効

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
周
辺
の
魅
力
や
集
客
力
、
回

遊
性
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
東
京
や
大
阪
に
比
べ

て
劣
勢
だ
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）
の
集
客
や

若
者
や
女
性
に
対
す
る
魅
力
づ
く
り
や
刺
激
あ
る
ま
ち
づ
く

り
で
優
位
に
立
つ
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

水
辺
空
間
の
活
用
は
課
題

　
一
方
、
都
市
の
魅
力
づ
く
り
に
関
し
て
十

分
に
活
用
で
き
て
い
な
い
公
共
空
間
と
し
て
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
貿
易

港
と
し
て
栄
え
て
き
た
名
古
屋
港
周
辺
だ
け
で

な
く
、
運
河
や
河
川
を
含
め
た
水
辺
空
間
は
、

東
京
・
横
浜
、
大
阪
・
神
戸
に
比
べ
て
、
都
市

住
民
の
憩
い
の
場
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
空
間
、

観
光
客
の
目
的
地
と
し
て
認
知
さ
れ
る
レ
ベ
ル

で
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

　
例
え
ば
、２
０
１
１
年
の「
リ
ニ
ア
・
鉄
道
館
」

や
17
年
の「
レ
ゴ
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
」の
ほ
か
、

18
年
に
は
中
部
国
際
空
港
の
隣
接
地
に
商
業
施

設
「
フ
ラ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ド
リ
ー
ム
ズ
」
が
開

業
、
19
年
に
も
「
愛
知
県
国
際
展
示
場
（
ア
イ

チ
・
ス
カ
イ
・
エ
キ
ス
ポ
）」
が
開
業
し
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
で
の
集
客
施
設
の
整
備

は
着
実
に
進
ん
で
い
る
が
、
港
湾
エ
リ
ア
に
立

地
し
て
い
る
も
の
の
、
地
政
学
的
な
景
観
や
歴

史
・
文
化
を
活
用
し
た
水
辺
空
間
の
利
用
と
い

う
要
素
に
は
乏
し
い
。
あ
く
ま
で
施
設
単
体
の

集
客
力
に
依
存
し
て
お
り
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
の
魅
力
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

公
共
空
間
の
利
活
用
で
魅
力
づ
く
り
を

　
あ
い
ち
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
を
積
極
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
ほ
か
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
起
業
す
る

若
者
や
女
性
を
首
都
圏
か
ら
の
移
住
な
ど
で
取

り
込
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
都
市
機
能
の
拡
充
に
よ
る
都
心
部
の
魅
力

向
上
と
と
も
に
、
公
共
空
間
を
活
用
し
た
豊
か

な
職
場
環
境
や
居
住
環
境
の
整
備
が
カ
ギ
と
な

る
。
あ
い
ち
に
は
そ
の
た
め
の
資
源
と
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
、
他
都
市
が
追
随
で
き
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Profile
1968年青森県生まれ。91年一橋大学経済学部卒業。02年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91年野村證券。93年東海総合研究所（現
三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授、学校法人梅村学園評議員、19 年１月同理事。ニュース番組などの
コメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋市、名古屋港管理組合などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド

公
共
空
間
の
有
効
活
用
で
あ
い
ち
の
魅
力
づ
く
り
を

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏
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景況天気図

景況の推移（前年同月比）

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
化学・ゴム：最大の出荷先である自動車関連ユーザーについて
は中国市場の回復により輸出は順調であるが、国内販売は減少
傾向にあり地域間格差は拡大している。販売量、販売額ともに
不調。
電気機器：WEB を使っての物品の受け渡し、検査立ち合いを行
う会員が出てきた。写真だけでは分からず、実物を見ないと見
逃してしまう瑕疵もあるため、迅速性は認められようが問題点
もあり会員間では賛否両論ある。
その他の製造業（節句人形）：コロナ禍の中でも、年末から始
まる来季の節句シーズンに向けて仕入の時期になってきた。全
国各地より注文が来るものの、予想通り仕入は消極的な傾向で、
例年よりかなり少ない。 

【非製造業】
卸売業：脱ハンコ社会をテーマに発足した行政改革であるが、
ハンコ社会の改革を進めるのは行政組織から改革すべきである。
文具事務用品の業界はまた一つ売上が減少する要因が増えた。
小売業：９月に入り業務用の需要が戻り始める。全体でみると
前年比 80%前後に回復している。GoTo 事業により観光地需要
も動き出しているが、まだまだ戻るには程遠い。
商店街：各地域の催事、各企業の祭、子供会老人会のイベント
が中止のため商店街は苦戦を強いられている。

【製造業】
化学・ゴム（大阪府）：新型コロナウイルス関連商品で手洗用液
体石鹸、浴用固形石鹸、漂白剤、酸・アルカリ洗浄剤は、引き
続き高い伸び率となっており、手洗いや除菌など清潔意識の高
まりで引続き需要が伸びている。
電気機器（静岡県）：業務用空調機は学校空調需要の一巡などに
より減少したが、一部の海外需要の回復もあり今後に期待して
いる。
その他の製造業（青森県・漆器）：催事が屋内から屋外へと変化
があり出店に影響がある。来場者が少ない。 

【非製造業】
卸売業（山梨県）：高額商品の多い宝石販売は、お客さんとの対
面式での販売で、実際に来店して頂き、宝石を見てから購入を
決めるため、オンライン販売で商品の販売は厳しい状況である。
小売業（千葉県）：９月は、昨年の消費税増税の影響での駆け込
み需要があったため売上減少となった。食品関連は少しずつ回
復してきているが、飲食、衣料品、雑貨関連については日増し
に厳しい状況が続いている。
商店街（富山県）：百貨店の企画展は久しぶりに賑わいを見せ、
それに合わせて、休祭日の商店街の人出が戻ってきた。トラン
ジットモールの取り組みが、商店街への周遊に繋がり、通行量
や駐車場の利用増加になった。

（出典：全国中小企業団体中央会HPより）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2020年 9月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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パソコンマスターへの道
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インフォメーション

おしらせ

　例年開催のご案内をさせていただいておりました『組合役職員年末懇親会』並びに『新年祝賀会』につ
きましては、新型コロナウイルス感染症の収束の糸口がつかめない状況を鑑み、誠に残念ながら今年度は、
開催中止とさせていただくことになりましたので、お知らせいたします。
　参加をご予定いただいておりました皆様におかれましては、ご期待に添えず、誠に申し訳ございません。
　ご参集いただきます皆様の健康と安全面を第一に考慮しました結果、このような判断に至りましたこと、
何卒御理解くださいますよう宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ先
総務部　木村・井関　　TEL 052-485-6811

愛知県中小企業団体中央会　組合役職員年末懇親会・新年祝賀会の中止について

　企業の発展には、要となる人材を中長期的な視野に立って育成していくことが重要です。そこで、小企業
者組合の役職員及び小企業者を対象に、入社から概ね５年以内の若手社員に向けた研修会を開催いたします。

①オンラインプレゼンを攻略する
　リモートワーク推進の流れに伴って、Web 会議システムを介しての商談など、オンラインでプレゼン
テーションをする機会が増えています。オンラインのプレゼンは対面のプレゼンよりも難易度が高く、対
面のものをそのまま行ってもなかなかうまくいきません。本セミナーでは、プレゼンの基本に加えて、オ
ンラインならではのポイントを押さえ、より効果的に成果につなげる方法を実践的に学びます。

【日　　時】：令和２年 12 月９日（水）13 時 30 分〜 16 時 30 分
【場　　所】：ウインクあいち 12 階　1204 会議室
【参　加　費】：無料
【定　　員】：25 名（先着順）
【申込期日】：令和２年 11 月 27 日（金）までに FAX（052-485-9199）でお申込みください

②ハートフルな職場つくり
　一緒に働くメンバーが互いに気持ちよく働ける、ハートフルな職場環境を形成していくことは、仕事の
意欲、成果を挙げるために極めて重要です。何となく人間関係がぎくしゃくしている、コミュニケーショ
ンがうまくいかないと感じるといった身近な問題は、実は互いに無意識の思い込み（アンコンシャスバイ
アス）があることや、それぞれの特性がかみ合っていないことが原因だった、ということが多いのです。
本セミナーではそれぞれの特性を知り、互いに認め合う、さらにプラスに作用させていくことを目指します。

【日　　時】：令和２年 12 月 16 日（水）13 時 30 分〜 16 時 30 分
【場　　所】：ウインクあいち 10 階　1003 会議室
【参　加　費】：無料
【定　　員】：25 名（先着順）
【申込期日】：令和２年 12 月４日（金）までに FAX（052-485-9199）でお申込みください

　　　　　　　　　　　　　　お問合せ先
愛知県中小企業団体中央会　振興部　榊原・小川　　TEL 052-485-6811

若手社員スキルアップ研修開催について

　公正取引委員会及び中小企業庁は、毎年 11 月を『下請取引適正化推進月間』とし、下請代金支払遅延
等防止法（通称下請法）及び下請中小企業振興法（通称下請振興法）の普及啓発を図っています。
　下請取引適正化推進講習会を開催するほか、下請取引に関する質問等にも応じています。
　詳細は、公正取引委員会のホームページ（https://www.jftc.go.jp/）又は中小企業庁のホームページ
（https://www.chusho.meti.go.jp/）を御参照ください。

〔 叩くのは　価格ではなく　話し合いの扉 〕～ 11 月は下請取引適正化推進月間です～
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インフォメーション

イベントレポート

　サイバー攻撃の件数は年々増加するとともに、その被害も情報の盗取から業務の妨害まで多様化しています。
　また、自組織に対する直接の攻撃だけでなく、取引先等を経由して攻撃してくるなど、攻撃の方法も多
様化・洗練されてきており、企業・組織は業種や規模を問わず対策を図っていくことが急務となっています。
　本セミナーでは、サイバー攻撃の実態や中小企業における対策のポイントについてわかりやすく解説い
たします。

【日　　時】：①令和２年 12 月 10 日（木）14 時 00 分〜 15 時 00 分
　　　　　　②録画視聴 令和２年 12 月 16 日（水）〜 12 月 30 日（水）

【場　　所】：① Zoom システムによる WEB 配信
　　　　　　② URL、ID、PW をご案内いたします。（①とは接続が異なります）

【参　加　費】：無料
【定　　員】：200 名（先着順）
【申込期日】：令和２年 12 月４日（金）までに

　　　　　　①中央会ホームページ（AIWEB）内の入力フォーム
　　　　　　②メール
　　　　　　③ FAX（052-485-9199）
　　　　　　のいずれかの方法でお申込みください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ先
総務部　木村・井関　　TEL 052-485-6811

コロナで被害急増！最新サイバーリスクと対策のポイント 2020

　10 月 23 日（金）、Zoomを使用し『オンライン会議等を主催するために知っておきたいポイント』をテー
マにセミナーを開催いたしました。昨今のコロナ禍で Zoom等を利用した会議を行う場面が増えている中、
Zoomの便利な機能をはじめ、オンラインミーティングの開催方法、セキュリティ対策など自分たちがオンラ
イン会議の開催者となるにはどのような知識が必要なのか、株式会社パソナ東海営業本部名古屋営業部東海パ
ブリックチーム　シニアマネージャー中園英樹氏に解説いただきました。
　セミナー内アンケートにてオンライン研修がはじめてと回答した参加者が 67％いる中、セミナー終了後に
行ったアンケートでは大変理解できたと答えた方
が25％、理解できたと答えた方が55％との回答、「基
本からわかりやすく説明してくれた」「応用方法を
考えるきっかけとなった」「チャットを使って、質
問にリアルタイムに答えてくれ大変理解がしやす
いセミナーであった」などの声もあり大変好評でし
た。

Zoom を使ったオンライン会議等の開き方セミナーを開催しました

　10 月 30 日（金）、ウインクあいち 16 階において、第１回組合支援研究事業委員会を開催いたしました。
　組合支援研究事業は、中小企業の現状を的確に把握し、経済情勢に即応した支援策を講じるため、中小企業
組合を通じて実態調査を実施し、効果の高い支援内容を検討するこ
とを目的に、昨年立ち上げた事業です。
　昨年に引き続き、中小企業診断士  佐原啓泰氏を議長に選任し、
昨年度実施した事業協同組合（連合会）に係わる実態調査結果の報
告、実態調査結果を踏まえ実施した組合ヒアリング調査の結果報告
について説明いたしました。また、次年度に向けた組合支援策につ
いて出席者から要望等、積極的にご発言いただき、活気に満ちた委
員会となりました。

令和２年度　第１回組合支援研究事業　委員会



※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※2020 年度に発行する「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：振興部　TEL : 052－485－6811
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